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新型製砂機ＨＰコーンクラッシャについて 
 

 

１． はじめに 

 

 砕砂のＪＩＳ規格が１９８０年に制定されてから今年

で３５年となり、現在では砕砂を使用しないコンクリー

トは殆どない状況にある。コンクリートの品質について

も、単位水量規制や乾燥収縮ひび割れ等で耐久性が求め

られてきている。そうした中で、コンクリート用細骨材

における砕砂の使用割合は年々増加しており、砕砂の品

質（粒形、粒度等）に対する要求も高まってきている。 

 当社では、ＪＩＳ規格制定と同時期にノードバーグ社

（現メッツォ社）とのライセンス契約により、製砂機ジ

ャイラディスククラッシャの製造・販売を開始した。２

０年間で約２００台を納入し、現在でも約１１０台が稼

働している。その後、２００６年から更に進化したＨＰ

コーンクラッシャ（メッツォ社製）による砕砂生産を提

案、実績を拡大している。本稿では、この進化したＨＰ

コーンクラッシャの特に優れた４大特長（・高品質な粒

形・製品歩留り向上・低い生産コスト・高含水原料への

適応）について、実績データに基づいて紹介する。 

 

 

 

図１ コーンクラッシャの進化 

 

２．ＨＰコーンクラッシャの概要 

 

 ＨＰコーンクラッシャは従来型（ジャイラディスク他）

より更に偏芯ストローク・動力・破砕力をパワーアップ

することにより、高密度破砕や粒子間破砕を促進した。

その結果、より優れた粒形、破砕比、エネルギー効率を 
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実現している。 

 構造上では、ヘッドとメインシャフトを分離して、メ

インシャフトを本体フレームに固定した。これにより、

クラッシャ本体重心が下がるとともに、偏芯ストローク

を大きくとることが可能となり、大きな破砕力を作り出

せている。 

 

 

 

図２ ＨＰコーンクラッシャ構造断面 

 

 

 

図３ 破砕室の状態 
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３．ＨＰ砕砂の特長 

 

３．１ 高品質な粒形 

 高密度破砕と粒子間破砕の促進により、ＨＰ砕砂は製

品粒形が向上した。最近、特に７号（５－２．５ｍｍ）

砕石を原料としたＨＰ砕砂の実績が増えてきており、

種々の岩石に対しても表１に示す通り、高い粒形判定実

積率となっている。 

 

表１ ＨＰ砕砂の粒形判定実積率 

 

No 岩種 原料

(mm) 

粒形判定実積

率(%) 

石粉量

(%) 

1 硬質砂岩 5-2.5 ５８．８ ８ 

2 閃緑岩 5-0.15 ５８．９ ７ 

3 石灰石 20-3 ５９ １２ 

4 安山岩 5-2.5 ５８ ８ 

 

 

写真１ No.1 製品粒形(2.5-1.2mm) 

 

 

写真２ No.2 製品粒形(2.5-1.2mm) 

 

３．２ 製品歩留り向上 

 ＨＰコーンクラッシャは破砕機であり、ライナ形状を

変更することで２次破砕機や３次破砕機として使用でき

る。また、セット値を変えることにより、２００５や単

粒度砕石も生産できる等、幅広い用途に使用されている。

製砂機として使用する場合には、砕砂用ライナを取付け

て１０ｍｍ前後のセット値とし、篩の３ｍｍオーバーを

全量リターンする閉回路運転を行う（図４参照）。 これ

により、ＪＩＳ規格に入る粒度（ＦＭ２．７～２．８）

の砕砂を生産できる。このシステムの最大の特長は製品

歩留りの向上である。コーンクラッシャで砕砂を生産す

ることはその構造上、あらゆる製砂機と比べて、石粉の

発生を最小限にできることである（表１参照）。図５に表

１Ｎｏ．１硬質砂岩の粒度分布と石粉の重量％を示す。 

 

 

 

図４ ＨＰ砕砂閉回路システム 
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図５ 表１Ｎｏ．１硬質砂岩の粒度分布 

 

３．３ 低い生産コスト 

 同一生産能力のボールミルと比較して、ＨＰコーンク

ラッシャの本体価格は安価であり、本体重量も軽く、動

力も小さいため、基礎や据付・電気工事等の付帯設備分

も含めるとイニシャルコストは大きな相違となっている。 

 また、ランニングコスト（消耗、動力等）もボールミ

ルの約半分のコストで生産できる。 

 前項の製品歩留りと合わせて表２に示すとおり、大き

なメリットとなっている。 

表２ ＨＰ１００vs.ボールミルコスト比較表 

 

３．４ 高含水原料への適応 

 ＨＰ砕砂製造システムは乾式で使用されているが、最

近では、水洗された原料（表面付着水分３～４％）でも

砕砂生産が可能である。篩の目詰まり対策としてウレタ

ンのスロット網（３×１８ｍｍ等）が有効であり、若干

の篩効率低下はあるものの、製品リターンによるＨＰで

の過粉砕やタッピング現象を起こさずに高品質砕砂が生

産できている（写真３）。 

 実際に３．１項表１Ｎｏ．２・Ｎｏ．３及び銅スラグ

（水分３％）で実用され、高い評価を得ている。 

 

 

 

写真３ ウレタンスロット網 

 

 

 

Ｎｏ

1 原料処理量

2 微粉発生量（時間） ２．１ｔ/ｈ （７％） ４．５ｔ/ｈ （１５％）

3 ケーキ発生量（時間） １．５ｔ/ｈ （５％） ３．９ｔ/ｈ （１３％）

4
年間ケーキ発生量
（２，０００ｈ／年）

5
ケーキ処理コスト
（５００円／ｔ）

6
ケーキ処分コスト
（２００円／ｔ；場内堆積処理）

7 ケーキ処理・処分コストメリット

8 砕砂生産量（時間）

9
年間砕砂生産量
（２，０００ｈ／年）

10
年間砕砂販売額
（２，０００円／ｔ）

11 年間砕砂販売額差

12
年間製造コスト差（１００円／ｔ）
（消耗、電力コスト）

５，７００，０００円/年

　コストメリット[Ｎｏ７＋１１＋１２]

５２，２００ｔ/年

ＨＰ１００ ボールミル

３０ｔ/ｈ ３０ｔ/ｈ

３，０００ｔ/年 ７，８００ｔ/年

６００，０００円/年 １，５６０，０００円/年

１１４，０００，０００円/年 １０４，４００，０００円/年

１８，６６０，０００円/年

３，３６０，０００円/年

９，６００，０００円/年

１，５００，０００円/年 ３，９００，０００円/年

２８．５ｔ/ｈ ２６．１ｔ/ｈ

５７，０００ｔ/年
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４．微粒分の活用 

 

 ＨＰコーンクラッシャは粉砕機ではないため砕砂中に

おける１０％前後の石粉の内、粗めの微粒分（０．０７

４～０．０４４ｍｍ）の割合が多く、生コン製造時に良

い影響を及ぼす結果となっている。 

実際に３．１項表１Ｎｏ．２の砕砂は移動式砕砂製造設

備ＮＷ１００ＨＰ（写真４）を生コン工場に設置して、

水洗した原料から製造されているため、分級せずにその

まま細骨材として使用されている（山砂４：砕砂６）。 

 

写真４ 移動式砕砂製造設備ＮＷ１００ＨＰ 

 

参考として宇部興産(株)技術開発研究所の研究により、

微粒分（０．０７４～０．０２ｍｍ）を回収して砕砂全

体の４～６％混入した場合に、表面研磨された砕砂１０

０％使用の生コン性状（流動性、ブリーディング）が改

善されて良質なコンクリート（写真５）となり、数年前

から実際に微粒分混入の砕砂を使用した生コンが製造さ

れている。 

 

写真５ 砕砂１００％生コン練試験 

（微粒分５％混入） 

 

図６ 微粒分の粒度 

 

５．おわりに 

 

今後、国土強靭化、災害復旧、オリンピック等で良質

なコンクリートの需要が増え、かつ、コンクリート用細

骨材の砕砂使用割合も増加していくことが予測される。

そうした中、安価で高品質な砕砂を安定して製造するこ

とが、今まで以上に求められている。 

 ＨＰコーンクラッシャは最高レベルの粒形を最大レベ

ルの歩留りで実現した究極の製砂機である。乾式はもち

ろんのこと、それを水洗した湿式砕砂の増産においても、

汚水処理設備への負荷低減を図りながら対応することが

可能である。 

 これからますます需要の高まる砕砂の生産に対して、

現状もっとも有効な手段として骨材業界に寄与できるも

のと確信している。 


